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～健全化判断比率等の公表～

財政指標で見る町財政の現状

財政指標で見る町財政の現状

（4）

伺
用
語
解
説

産
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た

実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

産
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
等
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
比
率
で
す
。

産
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元

利
償
還
金
等
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
負
債
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

産
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
資
金
不
足
額

の
事
業
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

産
標
準
財
政
規
模

地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
な

状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

を
示
す
も
の
で
、
標
準
税
収
入

額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
算
し

た
額
で
す
。

会
や
町
民
の
皆
様
の
理
解
を
助
け

る
と
共
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。

な
お
、
健
全
化
判
断
比
率
の
い

ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
健
全

化
計
画
」、
財
政
再
生
基
準
以
上

と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
財
政
再
生

計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
、

各
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
、
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、「
経
営
健

全
化
計
画
」
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

野
木
町
の
平
成

年
度
決
算
に

２０

基
づ
く
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
と
お

り
、
す
べ
て
の
指
標
が
基
準
未
満

で
、
県
・
全
国
平
均
を
大
き
く
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
財

政
指
標
が
基
準
未
満
で
あ
れ
ば
、

財
政
運
営
上
な
ん
ら
問
題
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
今
後
持

続
可
能
な
財
政
構
造
の
確
立
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
の
指
標
を
分
析

し
、
町
に
と
っ
て
必
要
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
、
ま
た
は
縮
減
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
考
慮
し
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を

客
観
的
に
表
し
、
財
政
の
早
期
健

全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す

る
た
め
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び

公
営
企
業
に
関
す
る
資
金
不
足
比

率
を
前
年
度
の
決
算
に
よ
り
算
定

し
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た

う
え
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
政
指
標
は
、
当
該

団
体
の
財
政
状
況
を
簡
明
か
つ
客

観
的
に
指
標
化
す
る
こ
と
で
、
議

産
財
政
力
指
数

普
通
交
付
税
の
算
定
に
用
い

る
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

政
需
要
額
で
除
し
た
数
値
の
３

か
年
平
均
で
、
１
に
近
く
、
あ

る
い
は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財
政

に
余
裕
が
あ
る
団
体
で
す
。

産
経
常
収
支
比
率

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
指
標
で
、
経
常
的
経
費
に

充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
が
経
常

的
一
般
財
源
総
額
に
占
め
る
割

合
で
す
。

産
自
主
財
源
比
率

歳
入
総
額
に
占
め
る
自
主
財

源
の
比
率
で
す
。

産
積
立
金
残
高

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を

調
整
す
る
た
め
の
財
政
調
整
基

金
、
地
方
債
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
、
そ
の
他
特
定
の
目
的

の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
特

定
目
的
基
金
の
残
高
で
す
。

全国市区町村平均県内市町平均財政再生基準早期健全化基準野木町指 標

―20.0%15.0%―実質赤字比率健
全
化
判
断
比
率

―40.0%20.0%―連結実質赤字比率

11.8%11.9%35.0%25.0%6.1%実質公債費比率

100.9%68.1%350.0%13.0%将来負担比率

経営健全化基準野木町公営企業

20.0%

―農業集落排水事業特別会計資
金
不
足
比
率

―公共下水道事業特別会計

―水道事業会計

※「－」は、赤字または資金不足

を生じていないため、当該数値

については該当なしを表します。



算 出 基 礎
野木町の
偏差値

県内市町
平 均

野木町項 目

基準財政収入額

基準財政需要額
107.40.7800.931１、財政力指数

経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策債

＋減税補てん債

108.286.781.1２、経常収支比率(％)

自主財源

歳入総額
109.961.573.6３、自主財源比率(％)

(A＋B)－(C＋D）

E－D

120.511.96.1４、実質公債費比率(％)

地方債残高＋債務負担行為額ー積立金残高

住民基本台帳人口（21年3月31日現在）
120.0353,704161,393

５、住民一人当たり
将来財政負担額(円)

積立金残高

住民基本台帳人口（21年3月31日現在）
98.172,68064,393

６、住民一人当たり
積立金残高(円)
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茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の

年
度
の
財
政
指
標
を
県

２０

内
市
町
平
均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外

側
に
あ
る
ほ
ど
財
政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

野木町
120.0

80.0

60.0

経常収支比率

財政力指数

住民一人当たり
積立金残高

住民一人当たり
将来財政負担額

実質公債費比率

自主財源比率

○レーダーチャートの算式
偏差値＝([当該団体の指標値]－[県内市町平均値])÷[標準偏差(※)]×10＋100
(※)標準偏差：下記計算式の平方根
((([各団体の指標値]－[県内市町平均値])の2乗)の県内30市町の合計値)÷[30(県内市町数)]

(注)経常収支比率、実質公債費比率、住民一人当たりの将来財政負担額については、数値が小さいほど財政状況が良い
ため、上記偏差値の計算式中、下線部分の正負を逆転しています。

○各指標の平均値

経常収支比率
→86.7％
実質公債費比率
→11.9％
自主財源比率
→61.5％
財政力指数
→0.780
住民一人当たりの積立金残高
→72,680円
住民一人当たりの将来財政負担額
→353,704円

(注)
実質公債費比率は18～20
年度の3か年平均、財政力
指数は19～21年度の3か年
平均です。

財政比較分析表(レーダーチャート)財政比較分析表(レーダーチャート)

100.0100.0

108.2

120.5

109.9

107.4

98.1

120.0

県内市町平均

×100

×100

A：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
B：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
C：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
D：地方債の元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
D：普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
E：標準財政規模

財政指標で見る町財政の現状
問 財政管理課 撒(57)4116

産財政の弾力性(経常収支比率・実質公債費比率）産財政の豊かさ (自主財源比率・財政力指数）
産財政の堅実性(住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

餐餐餐 斬斬斬財政分析指標
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野
木
町
長
・

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

産
消
火
協
力
者

針
谷

豊
様

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

産
優
良
団
員

本
部
分
団
団
員

栗
野
智
和

本
部
分
団
団
員

鹿
村
修
一

第
１
分
団
団
員

小
倉
弘
光

第
１
分
団
団
員

大
高
一
政

第
２
分
団
団
員

関
根
正
博

第
２
分
団
団
員

冨
岡

章

第
３
分
団
団
員

荒
籾
進
一

第
３
分
団
団
員

阿
部
智
彦

第
４
分
団
団
員

野
口
秀
樹

第
４
分
団
団
員

難
波
将
俊

第
６
分
団
団
員

福
島
秀
春

第
６
分
団
団
員

関
根
良
彰

産
優
良
分
団

第
３
分
団

第
６
分
団
班
長

岩
崎
真
也

第
６
分
団
班
長

藤
井

司

第
２
分
団
団
員

松
本
隆
博

第
２
分
団
団
員

佐
久
間
圭
太

第
３
分
団
団
員

酒
井
孝
徳

第
４
分
団
団
員

鈴
木
三
千
男

第
４
分
団
団
員

斉
藤
浩
之

第
６
分
団
団
員

栗
田
好
弘

野
木
町
長
表
彰

産
永
年
勤
続（

年
）

１０

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続

章
と
同
じ

産
永
年
勤
続（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部

長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

産
永
年
勤
続
消
防
団
員
御
家
族
に

対
す
る
感
謝
状（
９
年
）

本
部
分
団
団
員
谷
内
規
朗
御
家
族
様

本
部
分
団
団
員
須
見
啓
介
御
家
族
様

第
２
分
団
団
員
神
原
和
也
御
家
族
様

第
６
分
団
団
員
小
野
芳
之
御
家
族
様

第
６
分
団
団
員
長
澤

優
御
家
族
様

産
無
火
災
分
団

本
部
分
団

第
２
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

産
優
良
防
火
管
理
事
業
所

栗
田
工
業
株
式
会
社

ク
リ
タ
開
発
セ
ン
タ
ー
様

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

産
勤
続
章（

年
）

１０

団
本
部

川
島

進

団
本
部

鈴
木
武
久

団
本
部

鈴
木

誠

第
１
分
団
分
団
長

大
高
和
広

第
１
分
団
副
分
団
長

中
村
英
樹

本
部
分
団
団
員

藤
間
直
樹

本
部
分
団
団
員

黒
川

博

第
２
分
団
団
員

川
島
啓
治

第
２
分
団
団
員

逆
井
謙
一

第
６
分
団
団
員

吉
岡

操

栃
木
県
消
防
協
会

下
都
賀
支
部
長
表
彰

産
功
績
章（
８
年
）

第
３
分
団
分
団
長

諏
訪

清

第
２
分
団
副
分
団
長

根
岸
貴
宏

本
部
分
団
団
員

木
村
武
弘

第
１
分
団
団
員

石
塚

潤

第
２
分
団
団
員

大
畑
智
紀

第
６
分
団
団
員

亀
山

潤

産
勤
続
章（
５
年
）

第
４
分
団
副
分
団
長

大
森
将
史

第
３
分
団
班
長

針
谷

透

第
３
分
団
班
長

鈴
木
孝
治

第
４
分
団
班
長

柿
沼
政
士

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
た

月

日
、
恒
例
の
消
防

１０

３１

団
の
通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動

公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。団

長
の
指
揮
の
も
と
、団
員
た

ち
は
規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
・
機

械
器
具
・
ポ
ン
プ
操
法
・
放
水
な
ど

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
席
上
で
各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、駅
前
東
大
通
り
に
お
い

て
分
列
行
進
を
行
い
、通
常
点
検

が
終
了
し
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

栃
木
県
知
事
表
彰

産
模
範
消
防
団
員

第
６
分
団
団
員

島
田
悟
司

規規
律
正
し

規
律
正
し
くく

消
防
団

消
防
団
のの

通
常
点

通
常
点
検検
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消
防
団
は
、
地
域
に
お
い
て
防

災
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
消
防
防
災

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
自
分
の
町
を
愛
す
る
一
人
ひ

と
り
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
地
域

の
防
災
は
さ
ら
に
確
か
な
も
の
と

な
り
ま
す
。

野
木
町
消
防
団
は
６
つ
の
分
団

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は

１
３
４
人
で
す
。

歳
代
か
ら

２０

６０

歳
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
で
構
成

さ
れ
て
お
り
「
自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
常
に

訓
練
や
巡
回
広
報
等
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

月

日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

１０

１７

目
的
広
場
で
、
第

回
消
防
団
ポ
ン

３２

プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
実
際
に
水
出
し
操
法
が
行

わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
技
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

成

績

酸
団
体
の
部

優

勝
／
第
３
分
団

準
優
勝
／
本
部
分
団

第
３
位
／
第
４
分
団

酸
個
人
の
部（
優
秀
選
手
）

指
揮
者

川
島
啓
治

（
第
２
分
団
）

１
番
員

荒
籾
進
一

（
第
３
分
団
）

２
番
員

鹿
村
修
一

（
本
部
分
団
）

３
番
員

田
村
真
也

（
第
３
分
団
）

４
番
員

阿
部
智
彦

（
第
３
分
団
）

シリーズ
野木町消防団134名の精鋭たち

入
団
資
格

産
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は

勤
務
す
る
方

産
年
齢
は

歳
以
上
の
方

１８

産
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強
健

な
方

活
動
内
容

産
火
災
予
防
活
動

産
火
災
消
火
活
動

産
水
防
活
動

産
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

産
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

２
月
１
日

待

遇

産
報
酬
な
ど
の
支
給

（
野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職

員
と
な
り
、
役
職
に
応
じ
た
年

俸
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退
職

報
償
金
制
度
）

産
公
務
災
害
補
償
制
度

産
研
修
制
度

産
被
服
貸
与

産
表
彰
制
度

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

地
域
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
に
鎧

日日頃の訓練の技を日頃の訓練の技を概概

第３２回町消防団ポンプ操法大第３２回町消防団ポンプ操法大会会

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集
中中



スキー＆スノボ講習会

白銀の世界の中でウィンタースポ

ーツを思い切り楽しみましょう外

日 時 ２月６日（土） 午前５時発

会 場 会津高原だいくらスキー場

対 象 小学生以上の町在住在勤者

（小学３年生以下は保護者同伴）

※スクールに参加すること

講 師 町スキー協会指導員

スキー場インストラクター

交 通 貸切バス２台

定 員 先着７０名
参加料

纂中学生以上

Ａコース５０００円（リフト・昼食代）

Ｂコース６０００円

（リフト・昼食代・レンタルスキー）

纂小学生

Ｃコース４０００円（リフト・昼食代）

Ｄコース５０００円

（リフト・昼食代・レンタルスキー）

※レンタルスノーボードは５００円増

※レンタルウェア別途２０００円

（上下・帽子・手袋・ゴーグル）

申込期間 １２月１０日～２１日

※定員になり次第終了
申込方法

参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

おはなし会

■
日 時 １２月４日（金）

午前１１時～１１時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森

■
日 時 １２月８日、１５日、２２日（火）

午前１１時～１１時２０分
会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ

■
日 時 １２月１９日（土）

午後２時～２時３０分
会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「名探偵コナン」

日 時 １２月２６日（土）
午後２時～３時４０分

会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

学校移動図書館

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方へも貸し出しが
できますのでご利用ください。
ただし、児童書中心でビデオテー

プの貸し出しは行っていません。
１２／１ 友沼小

１３：１０～１４：１０
１２／８ 佐川野小

１３：１５～１４：００
１２／１０ 新橋小

１３：１５～１４：１０
１２／１６ 南赤塚小

１３：００～１４：００
１２／１７ 野木小

１３：００～１４：００

新着図書案内

＜一般書＞
産水神 上・下 （帚木蓬生）
産流星さがし （柴田よしき）
産柿色のベビーベッド （赤川次郎）
産心霊探偵八雲 ８ （神永学）
＜児童書＞
産暗黒のよび声 （DarrenShan）
産科学探偵部ビーカーズ！２（夏緑）
産きっともっとすてき！

（あんびるやすこ）

クリスマスコンサート

―図書館コンサート２０―

日 時 １２月２３日（水・祝）
午後２時～３時４０分

会 場 ２階ホール
出演者＆曲目
産ルナ・ドゥー（リコーダー）
竹村拡子さん、黒岩宣子さん他
クリスマスメドレー 他

産新橋バッハアンサンブル
小川原絵美さん（ソプラノ）
古閑真実さん（チェンバロ）
飯島貴久子さん、飯島航さん
（バイオリン、ビオラ）
Ｇ線上のアリア 他

入場無料
定 員 先着５０人程度
申込期間 １２月８日～１５日
申込方法 図書館へ（電話可）

リサイクル市

廃棄等予定資料の有効利用を図る
ため、リサイクル市を開催します。

日 時 １２月１２日（土）
午前９時３０分～午後４時
１２月１３日（日）～１７日（木）
※１４日（月・休館）除く
午前９時３０分～午後５時

会 場 ２階ホール
出 展 本・雑誌
対 象 町在住者（１人５点まで）
※１３日以降は町外者可。冊数制限
なし。袋は各自ご用意ください。

（8）



パソコンサロン

ボランティアによる初心者対象パ
ソコン相談室を開催しています。

日 時 １２月１０日（木）
午後１時～４時
１２月１９日（土）
午前９時３０分～１１時３０分

会 場 町公民館２階第４研修室
申込不要
※日程変更もありますので、公民館
掲示板で確認するか、問い合わせく
ださい。

問生涯学習課 撒（５７）４１８８

野木町剣道選手権大会

期 日 １２月６日（日）

会 場 野木第二中学校武道場

参加資格 町在住在勤者

種 目 小学１・２年生の部

小学３・４年生の部

小学５・６年生の部

中学男子の部・女子の部

一般男子の部・女子の部

参加料 １人２００円

申込期限 １２月４日

問岩崎統一 撒（５６）１２７４

THEEKIDEN

～野木町駅伝大会～

日 時 １月２４日（日） 午前１０時～

小雨・小雪決行（順延なし）

会 場 町公民館集合

町内コース

（駅伝コース図参照）
参加資格・チーム編成

算小中学生の部は、町内の小中学生

の参加とします。

算一般女子・一般男子の部に小中学

生の参加は認めません。

算壮年男子・一般男子の部に女子２

名までの参加は認めます。

算一般男女・壮年の部は、町在住在

勤者の参加が半数以上とします。

種目・人数・参加料

産小学生男子・女子、中学生女子の部

１チーム５名 １５００円

産一般女子の部

１チーム５名 ２０００円

産中学生男子の部

１チーム７名 ２０００円

産一般男子・壮年男子（４０歳以上）の部

１チーム７名 ３０００円

申込期間 １２月１日～２４日
申込方法

参加料を添え生涯学習課へ

問生涯学習課 撒（５７）４１８７

（9）
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野
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亭付近

東
北
新
幹
線

宇
都
宮
線

佐川野西
公民館

ココス

・スタート（コメリ前）
一般男子・壮年男子・中学男子７区間１６．１km
・３区からスタート
小学生男子・一般女子・中学女子・小学生女子５区間１０．９km

注 意

矢畑
集会所

ホープ
館

御門・中根
集会所

4区

5区

6区

7区

3区 1区 コメリ前
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公民館　館報ふれあい

1

野木・まちなかグリ
ーンツーリズム
２００９野木・まちなかグリ

ーンツーリズム
２００９野木・まちなかグリ

ーンツーリズム
２００９

　今年度もやりました。公民館サポートボランティアSVCと公民館との協

働企画「野木・まちなかグリーンツーリズム」！町内の自然にふれながら、

親子で遊び、地産野菜を食べ、仲間を作り、地元の自然を学ぶをテーマに

した講座ですが、昨年より内容もパワーアップし、９家族22名の参加があ

りました。参加者達のまぶしい笑顔が印象的でした。

みんな初めて！

とったどー

ふ
れ
あ
い
第132号

※
「
公
民
館 

館
報
ふ
れ
あ
い
」
の
記
事
に

　
関
し
て
の
問
い
合
せ
先

　
野
木
町
公
民
館
　
T
E
L
（
57
）
４
１
８
８



分分

館館

かか

らら

　
９
月
２
日
那
須
町
内
で
の
女
性
部

研
修
に
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
入
場
無
料
の
施
設
を
選

び
特
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
皇
室
の
方
々
が
立
ち
寄
る
み
ち

の
く｢

諸
国
郷
土
民
芸
館｣

が
突
然
の

臨
時
休
業
で
本
当
に
残
念
で
し
た
。

　
ま
ず
那
須
高
原
名
物
柏
屋｢

薄
皮

饅
頭｣

を
見
学
し
ま
し
た
。
次
に
森

の
ビ
ー
ル
園｢

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル｣

で

は
製
造
工
程
が
す
べ
て
わ
か
る
８
ｍ

に
お
よ
ぶ
大
ジ
オ
ラ
マ
展
示
等
を
見

学
、
昼
食
は
美
味
し
い
バ
イ
キ
ン
グ

を
頂
き
ま
し
た
。
最
後
に
ガ
ー
デ
ン

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
、
約
８
０
０
０

坪
の
敷
地
に
120
店
舗
あ
り
、
あ
ま
り

の
広
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
　
　

　
購
買
動
向
の
変
化
を
見
学
し
、
皆

さ
ん
は
と
て
も
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
今
後
も
色
々
な
研
修
に
参
加
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
入
っ
た
時
は
、
と

て
も
人
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、

一
番
に
と
て
も
や
り
た
か
っ
た
手
術

の
先
生
を
や
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
手
術
着
に
着
替
え
、
や
り

方
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
手
術
開
始
で
、
友
達
が
心
拍
数
を

伝
え
も
う
一
人
は
手
術
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
、
も
う
一
人
が
器
具
を
渡
す
役

で
チ
ー
ム
四
人
で
体
験
し
ま
し
た
。

メ
ス
で
お
腹
を
切
り
、
胃
を
と
り
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
胃
と
胃
を
ハ

サ
ミ
で
く
っ
つ
け
て
糸
で
ぬ
い
ま
し

た
。
手
術
す
る
前
に
ポ
ー
ズ
を
す
る

こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
次
に
行
け
た
ら
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
を
し
た
い
で
す
。

　
今
回
、
分
館
長
よ
り
子
ど
も
中
心

の
行
事
の
お
話
が
あ
り
、
子
ど
も
会

の
子
ど
も
達
と
そ
の
保
護
者
で
キ
ッ

ザ
ニ
ア
東
京
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
キ
ッ

ザ
ニ
ア
は
色
々
な
職
業
を
体
験
出
来
、

着
い
た
時
に
は
様
々
な
制
服
を
着
た

子
ど
も
が
熱
心
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

男
の
子
に
特
に
人
気
な
の
が
消
防
士
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
、
女
の
子
の

人
気
は
ピ
ザ
ー
ラ
や
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
で
し
た
。
と
て
も
本
格
的
だ
っ

た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
が
と
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
た
一

日
は
、
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
に
な
っ

た
事
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
が
共
に
生
き
て
い
く
、

そ
ん
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

今
、
分
館
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
新
橋
分

館
で
は
今
年
度
よ
り
、
春
・
秋
、
年

２
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
企
画

し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
が
気
軽
に
参
加
で
き
、

か
つ
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
随
所
に
工
夫
を
こ

ら
し
ま
し
た
。

　
秋
季
は｢

野
木
町
煉
瓦
窯｣

見
学
を

目
玉
と
し
て
、
文
化
の
薫
り
高
い
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
10
月

25
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　
お
陰
様
で

120
名
の
方
々

が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
煉
瓦
窯
で

は
丸
林
在
中

の
郷
土
史
家

の
わ
か
り
や

す
い
説
明
に
、

参
加
さ
れ
た

方
々
は
熱
心

に
聞
き
入
っ

て
お
り
ま
し

た
。
　
分
館
文
化

部
の
皆
様
、

ご
苦
労
様
で

し
た
。

【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188

2

南赤塚

女 
性 

部 

研 

修

野木(野渡)

手
術
の
体
験

　
　
　
（
子
ど
も
）

野木(野渡)

キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京

　 

職
業
体
験
（
保
護
者
）

新橋

秋
季
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
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10
月
４
日
、
分
館
主
催
の
球
技
大

会(

ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
バ
レ
ー
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
２
ヶ
月

練
習
し
た
成
果
を
出
し
き
り
３
チ
ー

ム
が
同
勝
敗
に
な
る
熱
戦
に
な
り
、

得
失
点
差
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
中
、
ゲ
ー
ム
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
試
合
後
は
、
各
地
域
に
分
か
れ

お
昼
を
食
べ
な
が
ら
一
層
親
睦
を
深

め
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
に
策
定
さ
れ
た｢

緑
の

基
本
計
画｣

に
基
づ
き
、
町
民
参
加

に
よ
る
町
有
平
地
林(

モ
デ
ル
平
地
林)

の
保
全
・
整
備
・
活
用
の
検
討
や
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
誕
生
し
た
の

が
現
在
の
自
然
の
森
公
園(

0.88
ha)

で

す
。
公
園
に
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
等

が
植
生
し
、
季
節
に
よ
っ
て
は
草
花

や
西
側
田
園
の
蒲
の
群
生
を
楽
し
め

ま
す
。
運
が
良
け
れ
ば
、
雉
子
の
飛

ぶ
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

春
、
目
に
鮮
や
か
な
若
葉
・
鶯
の
鳴

く
声
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
て
い
る

と
、
春
の
中
に
身
を
置
か
れ
て
い
る

よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
更
に
は
、
森
の
ベ
ン
チ
に
腰

を
お
ろ
せ
ば
、
そ
こ
は
正
に
天
然
の

ク
ー
ラ
ー
田
園
か
ら
吹
き
寄
せ
る
風

が
心
地
よ
く
、
な
か
な
か
席
を
立
て

ま
せ
ん
。
日
中
暑
苦
し
く
感
じ
た
油

蝉
も
夕
方
に
は
蜩
の
鳴
き
声
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
然
の
森
は

四
季
折
々
、
季
節
を
十
分
堪
能
さ
せ

て
く
れ
、
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
松
原
に

良
神
社
と
い
う
神
社
が

あ
り
ま
す
。

　
天
喜
年
間(

一
〇
五
三
〜
五
八)

の

創
建
と
い
わ
れ
、
源
頼
義
が
奥
州
征

伐
の
と
き
、
友
沼
の
八
幡
神
社
を
再

建
し
た
際
、
八
幡
神
社
の
主
祭
神
で

あ
る
誉
田
別
命
と
縁
の
深
か
っ
た

武
内
宿
禰
を
祀
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
明
治
の
神
仏
分
離
以
前
は
、
宿
通

り
に
あ
る
新
義
真
言
宗
豊
山
派
の
法

音
寺
を
別
当
寺
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
春
３
月
19
日
に
五
穀
豊
穣

や
家
内
安
全
を
祈
っ
て｢

と
し
ご
い

の
祭
り｣
と
い
わ
れ
る
祭
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
事
は
山
伏
や

巫
女
が
神
前
の
釜
で
わ
か
し
た
熱
湯

に
笹
の
葉
を
浸
し
て
そ
れ
を
身
に
ふ

り
か
け
て
、
五
穀
豊
穣
や
家
内
安
全

を
祈
っ
た
も
の
だ
と
い
う
伝
承
が
野

木
町
史
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
神
社
境
内
に
３
本
の
名
木

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
モ
ミ
」
「
コ

ウ
ヤ
マ
キ
」
「
ケ
ヤ
キ
」
で
町
指
定

の
名
木
と
し
て
生
育
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
４
号
線
と
駅
西
通
り
の
南
に

あ
る
“
Ｊ
Ａ
の
ぎ
松
原
大
橋
直
売
所
”

は
、
昨
年(

Ｈ
20)

10
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
近
隣
の
生
産
農
家
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
毎
日
新
鮮
な
野
菜
・

果
物
・
生
花
な
ど
が
所
狭
し
と
並
び

ま
す
。

　
生
産
者
の
方
々
も
売
れ
る
品
物
作

り
に
意
欲
を
持
ち
、
時
節
に
合
わ
せ

て
の
品
作
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
安

全
面
に
お
い
て
も
、
農
薬
の
使
用
履

歴
報
告
書
の
提
出
を
義
務
づ
け
し
て

お
り
、
安
全
・
安
心
に
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
開
店
時
間
に
は
、
早
く

も
人
々
が
新
鮮
な
良
い
品
を
求
め
、

生
産
者
の
名
前
を
確
認
し
た
り
、
生

産
者
の
方
と
会
話
を
し
た
り
と
楽
し

い
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

松
原
自
然
の
森
公
園

良
神
社
に
つ
い
て

こ
う   

ら

J
A
直
売
所

が
ま

き
　
じ

う
ぐ
い
す

ほ
ん  

だ  

わ
け
の
み
こ
と

た
け 

う
ち 

す
く  

ね

ぶ  

ざ
ん

ひ
ぐ
ら
し

佐川野

球
　
技
　
大
　
会

　
お
詫
び

　
公
民
館
報
第
131
号
３
ペ
ー
ジ
の｢

矢
畑
直
売

所
と
地
名
の
由
来｣

に
つ
い
て
一
部
事
実
に
基

づ
か
な
い
表
記
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
4
ペ
ー
ジ
の
岡

村
電
器
↓
岡
部
電
器
と
な
り
ま
す
。



【記事等に関する問い合わせ先】
野木町公民館（館報編集委員会事務局） TEL（57）4188
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特
集
特
集
特
集
特
集
特
集

その8
新橋散策

　野木の駅西を歩きます。①あじさい公園を出発して野木幼稚園の西横の路地を抜け、②松原自然

の森を散歩。富士見通りを北上、小島寝装を通過し平地林を散策後④高良神社に参拝。その先二股

の左の道を直進国道４号線に出て、⑤の長屋門を左に見ながら４号線を300ｍほど歩き、また田園

の道を行きます。旧野木町役場、JA松原大橋直売所を散策後、田の脇道を新橋小学校の方へ向かい

ます。ヤオコー、野木病院を通過しあじさい公園へ。約１時間半コース！

※歩いた感想や野木の見所をお寄せ下さい！

　野木町公民館（館報編集委員会事務所）  TEL（５７）４１８８

野
木
駅

足銀

栃銀

⑧ヤオコー

⑨野木病院 あじさい
公園

①

②松原自然の森③小島寝装

ベンチで一休み！

野木幼稚園

⑥松原大橋直売所

平地林

GS

富
士
見
通
り

国
道
4
号
線

⑦
旧
役
場
跡

⑤長屋門

④高良神社

新橋小

ムトウユニパック

野木・まちある紀野木・まちある紀野木・まちある紀



年
末
年
始
業
務
案
内

役
場
窓
口

年
末
年
始
の
、

月

日（
火
）～

１２

２９

１
月
３
日（
日
）、
役
場
は
休
み
に
な

り
ま
す
。

休
み
に
入
る
前
の

月

日
と
、

１２

２８

業
務
開
始
の
１
月
４
日
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
い
ま
す
。
こ
の
日
は
避

け
て
、
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
交
付
機
（
磁
気
カ
ー
ド
で
住

民
票
と
印
鑑
証
明
交
付
）
の
利
用
は
、

停
電
や
保
守
点
検
以
外
は
毎
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
含
む
）
利
用
で
き
ま

す
。
午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

３０

分
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

３０休
み
中
の
届
出

役
場
が
休
み
の
間
で
も
、
出
生
届
、

死
亡
届
、
婚
姻
届
等
の
戸
籍
届
出
は
、

当
直
職
員
が
扱
い
ま
す
。

※
夜
間
（
午
後
５
時

分
～
午
前
８

３０

時

分
）
は
、
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

３０
い
。日

月
警
備
保
障
栃
木
㈱

撒
０
２
８
５（

）６
７
５
１

２３

問
住
民
課

撒（

）４
１
２
６

５７

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の

１２
出
や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が

休
み
に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を

出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く

み
取
り
等
は
、
次
の
と
お
り
休
み
に

な
り
ま
す
。

栢
ご
み
収
集
を
休
む
期
間

月

日（
木
）～
１
月
３
日（
日
）

１２

３１

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

休
み
と
な
り
ま
す
。

栢
し
尿
く
み
取
り
等
を
休
む
期
間

月

日（
火
）～
１
月
３
日（
日
）

１２

29

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

そ
の
他
の
公
共
施
設

役
場
以
外
の
公
共
施
設
等
の
年
末

年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

算

月

日（
月
）～
１
月
４
日（
月
）

１２

２８

・
町
立
図
書
館

・
町
公
民
館

・
町
体
育
セ
ン
タ
ー

・
町
武
道
館

・
町
弓
道
場

・
町
総
合
運
動
公
園
占
用
使
用

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場
占
用
使
用

・
篠
山
運
動
場

・
犬
の
広
場
ド
ッ
グ
ラ
ン

算

月

日（
火
）～
１
月
３
日（
日
）

１２

２９

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

・
丸
林
保
育
所

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ
輪
号
予
約
セ
ン
タ
ー

り
ん

算

月

日（
月
）～
１
月
１
日（
金
）

１２

２８

４
日（
月
）・
５
日（
火
）

・
ゆ
～
ら
ん
ど

※
年
始
特
別
営
業
日
時

１
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

午
前

時
～
午
後
４
時

分

１０

３０

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

電
子
証
明
書
（
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
）
の
更
新

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
発
行

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
で
す
。
３
年

が
経
過
す
る
と
自
動
的
に
失
効
し
、

以
後
、
電
子
証
明
書
を
使
用
し
た
電

子
申
請
・
届
出
に
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ

く
に
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
付
場
所

住
民
課

受
付
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

（
土
日
、
祝
日
除
く
）

持
参
す
る
も
の

・
更
新
す
る
電
子
証
明
書
が
格
納
さ

れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
の
た
め
に
必
要
な
資
料

顔
写
真
付
の
公
的
な
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

※
顔
写
真
付
の
公
的
な
証
明
書
を
お

持
ち
で
な
い
場
合
、
郵
送
に
よ
る
本

人
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
手
続
き

完
了
は
後
日
と
な
り
ま
す
。

発
行
手
数
料

５
０
０
円

問
住
民
課

撒（

）４
１
２
６

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

（10）



お知らせ

（11）

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

愛
称
決
定
外

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
６
３
件

の
中
か
ら
審
査
の
結
果
、「
キ
ラ
輪り
ん

号
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
キ
ラ
リ
と

輝
く
未
来
に
向
け
て
、
人
々
の
輪
が

広
が
る
野
木
町
の
公
共
交
通
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
も
の
で
す
。
名
付
け
親
で

あ
る
次
の
２
名
の
方
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

半
田

好
さ
ん
（
友
沼
）

よ
し
み

柿
沼

勝
三
さ
ん
（
佐
川
野
）

か
つ
ぞ
う

キ
ラ
輪
号
Q
＆
A

り
ん

Q
利
用
登
録
は
？

A
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Q
運
行
エ
リ
ア
は
？

A
野
木
町
全
域
及
び
光
南
病
院
で
す
。

Q
運
行
日
は
？

A
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時

か
ら
午
後
５
時
で
す
。

Q
運
休
日
は
？

A
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月

日
か
ら

日
、

月

日
か
ら
１

１３

１６

１２

２９

月
３
日
で
す
。

Q
利
用
す
る
と
き
は
？

A
予
約
セ
ン
タ
ー
〈
ゴ
ヨ
ウ
の
方
は

ゴ
ー
ゴ
ー
イ
コ
ウ
外
撒（

）５
５
１

５４

５
〉
へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
利
用
料
金
は
？

A
１
回
片
道
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）

３
０
０
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）

２
０
０
円
、

歳
以
上
２
０
０
円
で

７５

す
。
３
歳
未
満
は
無
料
で
す
。
利
用

券
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

Q
利
用
券
は
？

A
１
冊
１
８
０
０
円
（
３
０
０
円
６

枚
綴
り
）
と
１
冊
２
０
０
０
円
（
２

０
０
円

枚
綴
り
）
の
２
種
類
で
す
。

１０

現
金
で
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

歳
以
上
で
、
平
成

年
４
月
１

７５

２１

日
以
降
に
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た

方
に
利
用
券
２
冊
を
無
料
交
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
１
回
に
限
り
ま
す
。

交
付
に
は
「
運
転
経
歴
証
明
書
（
有

料
）
」
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
免

許
セ
ン
タ
ー
か
警
察
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q
利
用
券
販
売
所
は
？

A
社
会
福
祉
協
議
会
（
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
）、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、
総
務

課
政
策
企
画
室
で
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会撒（

）３
１
０
０

５７

総
務
課
政
策
企
画
室

撒（

）４
１
０
０

５７

町
営
墓
地
の
名
称
を

募
集
し
ま
す

町
は
現
在
、
町
営
墓
地
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
こ

の
墓
地
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
親
し

み
を
も
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

月
１
日
～

日

１２

２５

応
募
規
定

茨
町
営
墓
地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
名

称
で
あ
る
こ
と
。

芋
応
募
資
格
は
町
在
住
の
方
。

鰯
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

允
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
限

は
野
木
町
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
内
容

茨
名
称
は
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
の
み
使
用
と
し
ま
す
。

芋
名
称
の
意
味
や
込
め
ら
れ
た
思
い

等
を
簡
潔
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

鰯
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
（
可
能
な
限
り
）、
年
齢
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

允
何
点
で
も
応
募
可
能
（
１
回
の
応

募
で
１
点
の
み
）
で
す
。

選
考
方
法
・
採
用
名
称
発
表

選
考
委
員
会
で
審
査
の
う
え
決
定

し
ま
す
。
決
定
次
第
発
表
し
ま
す
。

応
募
方
法

「
町
営
墓
地
名
称
応
募
用
紙
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵

送
・
F
A
X
・
e
メ
ー
ル
で
お
願
い

し
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、
生
活
環
境
課
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先

酸
〒
３
２
９
‐
０
１
９
５（
住
所
不
要
）

野
木
町
生
活
環
境
課

行

酸
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

）３
９
４
５

５７

酸
e
メ
ー
ル

seik
a
tu
k
a
n
k
y
o
u
@
to
w
n
.n
o
g
i.

to
ch
ig
i.jp

そ
の
他

墓
地
の
全
景（
平
面
図
）は
、「
広
報

の
ぎ

年
７
月
号

頁
」
を
ご
覧
く

２１

１４

だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

『キラ輪号』
りん
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ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
の
は
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
や
申
立
て
の
費
用
は

一
切
無
料
で
、
秘
密
も
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、

人
の
審
査

１１

員
が
、
検
察
官
の
行
っ
た
不
起
訴
処

分
（
刑
事
裁
判
に
か
け
な
い
処
分
）

の
よ
し
あ
し
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

皆
様
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
栃
木
検
察
審
査
会
事
務
局

（
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木
支
部
内
）

撒
０
２
８
２
（

）
０
２
５
４

２３

消
火
器
の
破
損
事
故
に

ご
注
意
外

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に
よ

る
人
身
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
お

知
ら
せ
で
す
。

大
阪
府
及
び
福
岡
県
に
お
い
て
、

消
火
器
が
腐
食
し
た
も
の
を
触
っ
た

り
、
操
作
し
よ
う
と
し
て
破
裂
し
、

負
傷
し
た
事
故
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
消
火
器
は
屋
外
等
に
長

期
間
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
外
見
か
ら
腐
食
や
変
形
等

が
確
認
で
き
る
消
火
器
は
、
破
裂
事

故
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

Q
原
因
は
？

A
水
を
使
用
す
る
場
所
や
長
期
間
屋

外
等
に
放
置
さ
れ
た
消
火
器
は
底
が

腐
食
し
た
り
、
キ
ャ
ッ
プ
部
分
に
劣

化
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
状
態
で
安
全

ピ
ン
を
引
き
抜
き
、
レ
バ
ー
を
握
る

と
、
炭
酸
ガ
ス
が
内
部
に
勢
い
よ
く

噴
出
し
加
圧
さ
れ
、
圧
力
に
耐
え
切

れ
ず
、
破
裂
し
、
負
傷
事
故
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。

Q
対
策
は
？

A
鉄
製
の
消
火
器
は
錆
び
が
生
じ
や

す
く
、
容
器
に
腐
食
や
破
損
等
が
あ

る
場
合
は
使
用
す
る
と
き
に
破
裂
の

危
険
が
あ
る
の
で
、
湿
気
の
少
な
い

場
所
や
雨
が
当
た
ら
な
い
場
所
に
置

き
、
定
期
的
に
腐
食
の
有
無
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

Q
処
分
は
？

A
一
般
ゴ
ミ
と
し
て
処
分
で
き
ま
せ

ん
。
消
火
器
を
処
分
す
る
場
合
は
、

専
門
の
消
防
設
備
業
者（
タ
ウ
ン
ペ

ー
ジ
の「
消
防
用
設
備
項
目
」を
参

照
）に
相
談
・
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
射
・
解
体
等
の
廃
棄
処
理

を
自
ら
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
消
防
署
で
は
消
火
器

の
販
売
及
び
引
き
取
り
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

停
電
事
故
防
止
の
お
願
い

故
意
や
過
失
に
よ
り
送
電
線
に
付

着
ま
た
は
接
近
し
「
停
電
事
故
」
が

発
生
し
た
場
合
は
、
被
害
を
受
け
た

方
か
ら
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

茅
農
事
用
防
虫
ネ
ッ
ト
な
ど
の

舞
い
上
げ
防
止

・
風
で
飛
び
上
が
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
や

ネ
ッ
ト
が
電
線
に
接
触
し
て
停
電
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
防
虫
ネ
ッ
ト
に
は
ア
ル
ミ
箔
が
付

い
て
い
て
電
気
を
よ
く
通
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
回

収
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
使
用
中
の
も
の
は
、
飛
散
し
な
い

よ
う
に
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

茅
移
動
式
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
接
近
防
止

・
送
電
線
に
近
づ
い
た
だ
け
で
放
電

が
起
こ
り
電
気
が
流
れ
感
電
す
る
と

と
も
に
停
電
事
故
を
起
し
ま
す
。

・
送
電
線
付
近
で
移
動
式
ク
レ
ー
ン

等
を
使
用
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
東

京
電
力
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
１
本
の
電
話
が
、
事
故
・
災
害

を
防
ぎ
ま
す
。

問
東
京
電
力
珂

下
館
支
社
送
電
保
守
グ
ル
ー
プ

撒
０
２
９
６（

）３
８
６
０

２５

栃
木
県
最
低
賃
金
の
改
正

必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金
外

使
用
者
も

労
働
者
も

栃
木
県
最
低
賃
金
が
、

月
１
日

１０

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額

６
８
５
円

問
栃
木
労
働
局

撒
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９
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新
築
・
購
入
等
で
住
宅
ロ
ー
ン

を
組
む
方
・
組
ん
で
い
る
方
へ

住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

年
に
行
わ
れ
た
税
源
移
譲
に
伴

１９
い
、

年
度
分
か
ら
住
民
税
の
住
宅

２０

ロ
ー
ン
控
除
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
景
気
浮

揚
策
等
の
一
環
と
し
て
、

年
か
ら

２１

年
ま
で
に
入
居
し
、

年
分
以
後

２５

２１

の
所
得
税
に
お
い
て
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
る
方
も
、
住
民
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
適
用
対
象
と
な
り
ま
し

た
。（

年
度
分
住
民
税
か
ら
）

２２

産
対
象
に
な
る
方
・
な
ら
な
い
方

（
入
居
年
に
よ
っ
て
異
な
る
）

茨

年
～

年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方

１１

１８

所
得
税
に
お
い
て
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
適
用
が
あ
る
方
の
う
ち
、

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
少
し
、

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
所
得
税

か
ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
り
、

も
と
も
と
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
金
額
が
さ
ら
に
増
え
た
方
。

従
来
は
、
税
務
課
に
住
民
税
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
申
告
が
必
要
で
し
た

が
、

年
度
分
住
民
税
（

年
所
得

２２

２１

分
）
か
ら
、
原
則
不
要
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
給
与
支
払
報
告
書
な

ど
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

控
除
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
、
市

区
町
村
が
把
握
で
き
る
仕
組
み
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
退
職
所
得
・
山
林
所
得

を
有
す
る
方
、
所
得
税
に
お
い
て
平

均
課
税
の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
と
税
源
移
譲
の
経
過
措
置
と
し
て

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と
で
、
控
除
さ

れ
る
金
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
毎
年
３
月

日
ま
で
に
税
務
課

１５

へ
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
き
税
源
移

譲
の
経
過
措
置
と
し
て
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

芋

年
～

年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方

１９

２０

所
得
税
で
控
除
期
間
を

年
に
延

１５

長
す
る
特
例
の
選
択
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
茨
芋
と
も
年
末
調
整
や
確
定
申
告

に
お
け
る
所
得
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
手
続
き
は
今
ま
で
ど
お
り
必
要
で

す
。

鰯

年
～

年
ま
で
に
入
居
さ
れ
た
方

２１

２５

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受

け
た
方
で
、
所
得
税
に
お
い
て
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
方
。

※
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ

い
て
、
税
務
課
へ
の
申
告
は
不
要
で

す
が
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
お

け
る
所
得
税
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
手

続
き
は
必
要
で
す
。

（
注
）給
与
支
払
者
（
事
業
所
）
か
ら

提
出
さ
れ
る
給
与
支
払
報
告
書
や
ご

自
身
で
申
告
す
る
確
定
申
告
書
に
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
や
居

住
開
始
年
月
日
等
の
記
載
が
な
い
場

合
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

産
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額

次
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
小
さ
い
額

を
所
得
割
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

ア

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可

能
額
の
う
ち
、
所
得
税
に
お
い
て
控

除
し
き
れ
な
か
っ
た
額

イ

所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
等

の
５
%
（
９
７
５
０
０
円
を
限
度
）

（
注
）住
民
税
が
も
と
も
と
非
課
税
の

方
や
、
均
等
割
の
み
課
税
に
な
る
方

は
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税

か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
全
額
控
除

で
き
る
場
合
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
適
用
し
な
く
て
も
所
得
税
が
か
か

ら
な
い
場
合
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で

口
座
振
替
の
方
に
は
、
１
月
末
頃

「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵
送

す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等
で

事
前
に
必
要
な
方
は
税
務
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通

徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で
口
座

振
替
の
方
に
も
、
１
月
末
頃「
口
座

振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵
送
す
る

予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等
で
事
前

に
必
要
な
方
は
住
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
来
庁
の
際
は
、「
納
税（
納
入
）通
知

書
」及
び「
身
分
を
証
明
す
る
も
の
」

（
運
転
免
許
証
、保
険
証
等
）を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７



市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
０
９
冬

～
未
来
へ
つ
な
ぐ
あ
な
た
の
納
税
～

★
全
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

納
税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図

る
た
め
、

月
か
ら

月
を
「
市
町

１１

１２

村
税
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
栃

木
県
と
の
協
働
に
よ
り
、
全
県
下
一

斉
に
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

★
自
主
的
な
納
付
を
鎧

町
は
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

が
な
い
場
合
は
、
差
押
財
産
等
の
調

査
、
滞
納
者
の
住
居
や
事
業
所
の
訪

問
・
捜
索
、
自
動
車
等
の
財
産
の
滞

納
処
分
（
差
押
・
公
売
な
ど
）
、
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
、
高
額
・
悪
質
滞

納
者
に
対
し
て
は
夜
間
訪
問
徴
収
も

実
施
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

滞
納
処
分
を
し
な
く
て
も
よ
い
よ
う

に
、
皆
様
の
自
主
的
な
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
い
ま
い
ち
ど
ご
自
分
の
納
付
状
況

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
外

税
収
確
保
に
向
け
た
町
の
取
り
組
み

算
納
税
相
談

町
税
等
を
納
期
限
内
に
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

算
納
税
催
告

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書
等
の

送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、
勤

務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

算
財
産
調
査

滞
納
者
の
財
産
に
つ
い
て
、
官
公

署
、
金
融
機
関
、
保
険
会
社
、
通
信

機
関
等
に
対
し
調
査
を
行
い
ま
す
。

算
給
与
調
査

滞
納
者
の
給
与
を
差
押
す
る
た
め
、

勤
務
先
に
対
し
給
与
の
調
査
を
行
い

ま
す
。

算
差
押
処
分

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命
保
険
、

給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の
差
押

を
行
い
ま
す
。
差
押
後
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
、
差
押
財
産
の
公
売
・
取

立
を
行
い
ま
す
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
４

５７

農
業
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

農
業
所
得
は
全
て
の
方
が
収
支
計

算
に
よ
る
申
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
期
間
中
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

収
支
計
算
と
は
、
１
年
分
の
農
業

に
関
す
る
収
入
金
額
や
必
要
経
費
等

を
記
帳
し
て
所
得
を
申
告
す
る
方
法

で
す
。
申
告
の
際
、「
収
支
内
訳
書
」

（
１
～

月
分
の
収
入
・
経
費
等
を
記

１２

載
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

な
お
、
収
支
内
訳
書
は
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
。
事
前
に
必
要
な
方
は
税

務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

脳
す
こ
や
か
教
室

知
っ
て
安
心
外

認
知
症
の
予
防
か
ら
対
策
ま
で

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
る
病
気
で
あ
り
、
早
め
の
対
策

が
肝
心
で
す
。
脳
す
こ
や
か
教
室
で

は
、
認
知
症
の
基
本
か
ら
予
防
法
、

自
分
や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
等
、
幅
広
く
学
べ
ま
す
。

対

象
町
在
住
で
認
知
症
に
関
心
の
あ
る

方
定

員

名
３０

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
・
内
容

３
回
コ
ー
ス

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

申

込

月
１
日
～
（
電
話
可
）

１２

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
３

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

（14）

内 容期日

認知症について知る

・認知症ってどんな病気？

・認知症の治療

・認知症の方への関わり方 等

１／２０（水）

認知症を予防する

・脳の健康テスト

・認知症予防のリハビリテーションの紹介

・脳活性化の体操 等

１／２７（水）

認知症の方を支える

・グループホームってどんなところ？

・認知症の方の生活

・認知症サポーターの紹介 等

２／１０（水）

※講師は、医療や介護の現場で実際に認知症の方に接している専門職です。



高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
制
度
が
始
ま
り
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
と
は
、
１
年
間
（
８
月
１
日

～
翌
年
７
月

日
）
の
医
療
保
険
と

３１

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、

下
表
の
限
度
額
を
超
え
る
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度

で
す
。

た
だ
し
、

年
４
月
１
日
～

年

２０

２１

７
月

日
の

か
月
間
の
自
己
負
担

３１

１６

額
が
表
の
（

）
内
の
限
度
額
を
超

え
る
場
合
、
そ
の
超
え
た
額
と
、
２０

年
８
月
１
日
～

年
７
月

日
の
１

２１

３１

年
間
の
額
を
比
べ
、
大
き
い
方
の
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
で
、

こ
の
制
度
の
支
給
対
象
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、

月
以
降

１２

に
お
知
ら
せ
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

問
健
康
福
祉
課

撒（

）
４
１
７
３

５７

住
民
課

撒（

）
４
１
３
６

５７

日
本
年
金
機
構
が

１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を

一
新
し
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相

談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
局

撒
０
２
８（
６
１
０
）６
６
５
０

国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
と
は
？

あ
な
た
が
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
の
１
年
間
の
納
付
額
を
証
明
す

る
書
類
（
は
が
き
）
で
す
。
勤
務
先

で
の
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
使
い
ま
す
。
今
年
１
月
１
日

か
ら

月
１
日
ま
で
に
納
付
し
た
国

１０

民
年
金
保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
保
険
料
額
が
記
載
し

て
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

申
告
書
提
出
の
際
に
控
除
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
控
除

証
明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
社
会
保
険
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）６
０
７
４

２２

住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

お知らせ

（15）

被用者保険
または国民健康保険

＋
介護保険

（７０歳未満の方がいる世帯）

被用者保険
または国民健康保険

＋
介護保険

（７０～７４歳の方がいる世帯）

後期高齢者医療制度

＋

介護保険

加入している

保険

所得区分

１２６万円

（１６８万円）

６７万円

（８９万円）

６７万円

（８９万円）
現役並み所得者

６７万円

（８９万円）

５６万円

（７５万円）

５６万円

（７５万円）
一般

３４万円

（４５万円）

３１万円

（４１万円）

３１万円

（４１万円）
低所得者Ⅱ

１９万円

（２５万円）

１９万円

（２５万円）
低所得者Ⅰ



（16）

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

検
討
委
員
募
集

野
木
町
の
観
光
資
源
を
発
見
す
る

た
め
に
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
町

民
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。「
観

光
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

町
の
よ
り
良
い
と
こ
ろ
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
史
跡
等
の
案
内

（
観
光
）
看
板
や
観
光
マ
ッ
プ
等
を

作
成
し
て
い
き
ま
す
。

対

象歳
以
上
の
町
在
住
在
勤
者
６
名

２０
第
１
回
会
議

月
下
旬

１２

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
産
業
課
へ

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

月

日

１２

１５

選
任
方
法

書
類
選
考

そ
の
他

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
産
業
課

撒（

）
４
１
５
３

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

～新型インフルエンザワクチンの接種について～

新型インフルエンザワクチン接種の概要です。

詳しくは、１１月上旬に配布いたしましたチラシをご覧ください。

◆接種対象者・スケジュール（栃木県内）◆

スケジュール対象者

１０月２３日（金）～インフルエンザの診療に直接従事する医療従事者（救急隊員含む）

１１月１６日（月）～妊婦

１１月１６日（月）～基礎疾患（持病）を有する方（最優先）

１２月上旬～基礎疾患（持病）を有する方（その他）

１２月上旬～１歳から６歳まで

１２月中旬～小学校１年生から３年生

１月上旬～１歳未満の乳児の保護者等

１月中旬～小学校４年生から中学生

１月上旬～高校生相当の方

１月中旬～６５歳以上の高齢者

娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

◆町内で接種できる医療機関◆

電話番号医療機関名電話番号医療機関名

撒（５７）００５６鹿野クリニック撒（５６）０２８０岩崎医院

撒（５７）９８１１寺内整形外科撒（５７）２５１０菊池クリニック

撒（５５）０７１０野木病院撒（５６）２２５５木村外科胃腸科内科医院

撒（５４）５００４さくら診療所

＜栃木県ホームページ＞

http://www.pref.tochigi.lg.jp/welfare/hoken-eisei/kansen/Influenza-info.html

※新型インフルエンザについての情報は状況に応じ変更される場合があります。国や県、町か

ら発表される情報にご注意ください。

問健康福祉課 撒（５７）４１７１

※町外及び県外で接種できる医療機関は栃木県ホームページ及び医療機関所在地の都道府県及び市区町村のホームページにてご

確認ください。

※具体的なスケジュールは各都道府県により異なります。

※スケジュールは今後変更になる可能性があります。

※ご自身が基礎疾患に該当するかどうかは主治医にご確認ください。



農
業
用
軽
油
免
税
証
の
申
請

農
作
業
に
使
用
す
る
軽
油
は
、
免

税
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

軽
油
引
取
税
が
免
税
に
な
り
ま
す
。

年
分
の
交
付
申
請
を
次
に
よ
り

２２
取
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
・
対
象
学
区

産
１
月

日（
月
）

１８

友
沼
学
区（
松
原
含
む
）

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

南
赤
塚
学
区（
丸
林
西
含
む
）

→
午
後
１
時
～
３
時

産
１
月

日（
火
）

１９

野
木
学
区

→
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

佐
川
野
学
区

→
午
後
１
時
～
３
時

※
必
ず
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
忘
れ
る
と
、
直
接
栃
木
県
税
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

受
付
場
所

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

持
参
す
る
も
の

下
表
の
と
お
り

問
農
業
委
員
会

撒（

）４
１
０
９

５７

栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
６

２３

野
木
ブ
ラ
ン
ド
検
討
委
員
募
集

ま
ち
お
こ
し
の
た
め
、
町
の
誇
れ

る
も
の
、
町
な
ら
で
は
の
も
の
（
景

観
、
歴
史
、
も
の
づ
く
り
、
作
物
、

食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
）
を
見

つ
け
な
が
ら
、「
野
木
ブ
ラ
ン
ド
」
を

一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

な
お
、
広
報
２
月
号
・
３
月
号
で
、

野
木
ブ
ラ
ン
ド
の
募
集
を
行
っ
た
際

に
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た

点
に
つ

１４

き
ま
し
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

対

象歳
以
上
の
町
在
住
在
勤
者

名
程
度

２０

16

第
１
回
会
合

月
下
旬

１２

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
産
業
課
へ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限

月

日

１２

１５

選
任
方
法

書
類
選
考

そ
の
他

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
３

５７

新
春
経
済
講
演
会

「
政
治
展
望
と
こ
れ
か
ら
の
経
済
の
行
方
」

テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
川

村
晃
司
氏
を
招
き
新
春
経
済
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
聴
講
無
料
で
す
。

日

時

１

月

日（
金
）

２２

午
後
２
時
～
４
時

会

場

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

定

員

１
５
０
名（
先
着
順
）

問
町
商
工
会

撒（

）２
２
３
３

５５

お知らせ

（17）

共同で交付申請する場合個人で交付申請する場合

新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合新規及び使用者証書き換えの場合継続の場合

①全員の耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料420円

④全員の印鑑

⑤全員の免税軽油の引き取り

等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要

ありません。

①免税軽油使用者証

②全員の印鑑

③全員の耕作証明書（耕作面積

が変わった場合）

④全員の免税軽油の引き取り

等に係る報告書（他に納品書
または領収書。写しでも可）

①耕作証明書

②免税軽油使用者証

③手数料 420円

④印鑑

⑤免税軽油の引き取り等に係

る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

※②、⑤は全く新規の方は必要

ありません。

①免税軽油使用者証

②印鑑

③耕作証明書（耕作面積が変わ
った場合）

④免税軽油の引き取り等に係

る報告書（他に納品書または
領収書。写しでも可）

注
ア
．
免
税
軽
油
使
用
者
証
に
登
録
さ
れ
て

い
る
使
用
機
械
の
入
れ
換
え
、
新
規

購
入
な
ど
で
追
加
の
も
の
が
あ
れ
ば
、

そ
の
メ
ー
カ
ー
名
、
型
式
、
馬
力
を

分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

イ
．
今
回
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
は
、
使

用
機
械
の
メ
ー
カ
ー
名
、
型
式
、
馬

力
を
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

ウ
．
共
同
継
続
の
申
請
で
、
使
用
者
証
に

名
前
の
載
っ
て
い
な
い
方
が
加
わ
る

時
は
、
新
規
扱
い
と
な
り
ま
す
。



公
園
を
気
持
ち
よ
く
利
用

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
外

町
は
、
公
園
を
利
用
す
る
方
に
次

の
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

産
花
や
木
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

産
遊
び
道
具
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

産
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

産
危
な
い
こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

産
犬
を
つ
れ
て
の
入
園
は
や
め
ま
し

ょ
う

産
ト
イ
レ
は
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ

う
産
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
の
乗
り
入

れ
は
や
め
ま
し
ょ
う

最
近
、「
公
園
内
で
犬
を
放
す
」「
フ

ン
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
」
な
ど
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
園
は
身

近
な
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。

他
の
利
用
者
や
近
隣
へ
の
迷
惑
、
危

険
を
防
ぐ
た
め
利
用
マ
ナ
ー
と
ル
ー

ル
を
守
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
公
園
に
し
ま
し

ょ
う
。

問
都
市
整
備
課

撒（

）
４
１
５
５

５７

寒
さ
か
ら
水
道
管
を

守
り
ま
し
ょ
う

冬
に
な
る
と
、
寒
波
の
た
め
に
家

庭
の
水
道
管
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
水
道
は
、
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
１
℃

～
２
℃

以
下
に
な
る
と

凍
結
し
ま
す
。
凍
結
し
そ
う
な
所
に

あ
る
水
道
は
早
め
に
冬
支
度
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

ま
た
、
長
期
間
留
守
に
す
る
と
き

は
、
補
助
止
水
栓
を
締
め
て
お
く
と

破
裂
し
て
も
漏
水
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

産
予
防

蛇
口
や
水
道
管
に
保
温
材
を
取
り

付
け
て
寒
さ
か
ら
守
る
こ
と
が
一
番

で
す
。
保
温
材
は
、
簡
単
に
取
り
付

け
の
で
き
る
市
販
品
も
あ
り
ま
す
が
、

家
庭
に
あ
る
毛
布
や
厚
手
の
布
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
で
も
十
分
で
す
。

保
温
材
を
巻
き
つ
け
て
、
さ
ら
に
水

に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

産
応
急
処
置

凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、
自

然
に
解
け
る
の
を
待
つ
か
、
お
湯
を

か
け
て
解
か
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

お
湯
を
か
け
る
場
合
は
、
蛇
口
を
開

け
て
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
布
を

か
ぶ
せ
て
、
蛇
口
に
近
い
ほ
う
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け
ま
す
と

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
補
助
止
水
栓

を
締
め
て
水
を
止
め
ま
す
。
そ
し
て

水
道
公
認
工
事
店
へ
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

公
認
工
事
店
は
上
下
水
道
課
へ
、

古
河
市
給
水
区
域
の
方
は
、
古
河
市

水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
９
４

57

古
河
市
水
道
課
撒（

）１
５
１
１

７６

教
育
委
員
長
に
大
髙
健
氏

教
育
委
員
に
舘
野
廣
幸
氏

選
任

教
育
委
員
会
は
、

月
１
日
に
臨

１０

時
会
を
開
き
、
教
育
委
員
の
人
事
を

次
の
と
お
り
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
の
定
例
議
会
で
舘
野

廣
幸
氏
の
教
育
委
員
選
任
が
同
意
さ

れ
、

月
１
日
付
で
町
長
か
ら
任
命

１０

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
長

大
髙

健
氏

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者鹿

野
信
吾
氏

教
育
委
員

前
澤
兼
吉
氏

〃

小
川
信
子
氏

〃

（
新

任
）
舘
野
廣
幸
氏

〃

（
教
育
長
）
中
野

永
氏

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
８
１

５７

In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

（18）

お
詫
び
と
訂
正

月
号

ペ
ー
ジ
「
丸
林
保
育
所

１１

２０

か
ら
の
お
知
ら
せ

保
育
内
容
が
１

月
か
ら
変
わ
り
ま
す
」
中
、「
延
長
保

育
（
月
曜
～
土
曜
日
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
延
長
保
育
（
月
曜
～
金
曜
日
）
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（

）４
１
６
７

５７

丸
林
保
育
所

撒（

）１
７
０
８

５６

舘野廣幸氏 大髙 健氏



い
け
ば
な
の
楽
し
み
方
・
講
座

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
」
行
事
の

い
け
ば
な

日

時

月

日
（
日
）

１２

２０

午
後
１
時

分
～
３
時

分

３０

３０

会

場

町
公
民
館

講

師

国
際
交
流
協
会
会
員

受
講
料

３
０
０
円

対

象

町
内
・
近
隣
市
町
在
住
者

（
外
国
籍
の
方
も
含
む
）

定

員

先
着

名
１０

申

込月
１
日
～

日
に
受
講
料
を
添

１２

１０

え
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ

問
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
町
公
民
館
内
）撒（

）
４
１
８
８

５７

学
悠
館
高
等
学
校
説
明
会

学
悠
館
高
校
は
、
多
様
な
生
徒
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
、
新

し
い
タ
イ
プ
の
学
校
で
す
。
学
校
概

要
と
入
学
・
転
入
学
・
編
入
学
試
験

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日

時月

日
（
水
）
、
１
月

日
（
水
）

１２

１６

２７

午
後
３
時
～
４
時

分
５０

会

場
学
悠
館
高
等
学
校

（
栃
木
市
沼
和
田
町
２
‐
２
）

申

込
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
か

Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問
栃
木
県
立
学
悠
館
高
等
学
校

撒
０
２
８
２（

）７
０
７
３

２０

姉
０
２
８
２（

）９
２
９
９

２４

ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会

楽
し
い
お
は
な
し
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
待
っ
て
る
か
ら
遊
び
に
来
て

ね
捲

日

時

月

日（
水
）

１２

２３

午
前

時
～

時

分

１０

１１

１５

会

場

図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対

象

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

内

容

絵
本
、
紙
し
ば
い
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

団

体

絵
本
の
会

問
町
立
図
書
館

撒（

）２
８
１
１

５７

お知らせ

（19）

人

権

標

語

世
界
中

み
ん
な
一
緒
の

輪
に
な
っ
て

野
木
第
二
中
学
校

真
瀬

ま

せ

菜
津
美

な

つ

み

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２０

工
事
の
お
知
ら
せ

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７

舗装工事

１２月下旬まで下水道工事

２月中旬まで

問
都
市
整
備
課

撒（

）４
１
５
７

５７

道路拡幅工事

２月下旬まで

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７

舗装工事

１２月下旬まで

問
上
下
水
道
課

撒（

）４
１
６
５

５７



お知らせ

（20）

In
fo
rm

a
tio

n

詳しくは、農業委員会撒（５７）４１０９へお問い合わせください。



のぎ水辺の楽校が、この８月、私の家（大字野木）のすぐ前に開校しま

した。場所は、国道四号線思川浄化センター入口から西へ行き、左折してす

ぐ右側の稲荷谷という所です。この楽校のサポート組織である『のぎ水辺の

楽校協議会』の海老沼さんと川島さんへのインタビュー、そして協議会の会

議傍聴等を通して、この様な施設が完成した場合に、地域の住民の一人とし

てどのように関わり合っていったら良いのだろうか、また何ができるのだ

ろうかを視点として取材してみました。

皆さんは、水辺の楽校という施設をご存知ですか？

この楽校は、文部科学省・国土交通省・環境省の連携プロジェクトで『子

どもたちの身近な自然体験の場』として全国各地に整備しているもので、現

在約３００か所の施設が登録されているそうです。平成１６年度から我が町でも、

隣接する渡良瀬遊水地での自然環境保全事業、湿地環境再生事業との連携

を取りながら、子どもたちと地域住民の憩いの場として、また野木町の掲げ

る『水と緑と歴史のまちづくり』の一環として、いかに有効利用が図られ

るかなどさまざまな協議を重ね、５年の歳月を経て、今年第１期工事の完成

を見ることのできた施設です。これからの管理運営は、野木町とのぎ水辺

の楽校協議会が担っていくとのことでした。真瀬町長は開校に当たって「地

域の皆様に愛される町の宝として、しっかりと管理していきたい」と力強く

その決意を表明したようです。野木神社の神官でもあり、この協議会の会

長でもある海老沼さんは「今後、いかに利用そして管理していくかなどさま

ざまな問題があるが、地域の中心的施設として、町の発展の目玉として取り

組んでいきたい。第二期、第三期の工事完成が待たれる」と熱く語ってくれ

ました。同じく野木分館長の川島さんも「地域として関心を持ち、良い楽校

に仕上げようとする行動が必要だ。放っておけば雑草や雑木が繁って元の

状態に戻ってしまう。訪れる人々が、心癒される施設にしたい」と海老沼さ

ん同様に楽校の管理運営にかける意欲を強く感じることのできるコメント

を頂きました。湿地における貴重な植物、昆虫、野鳥を観察できる自然学習

ゾーンとして、また地区の神社、仏閣、煉瓦窯とネットワーク化した歴史学

習ゾーンとして、この広大なスペースをどのように利用していくのか。ま

だまだ課題はたくさん残されているようです。私は、地域の人々が協力し

合って盛り立てていくことが肝要ではないのかと感じました。私も地域住

民の一人として微力ながらお手伝いをさせて頂きたいと思いました。施設

全体の完成が早期に実現されますよう関係の方々の今後のご尽力を期待し

ます。

なお、協議会では皆様からのご意見を募集

しているそうです。何か良いアイデアをお持

ちの方は投書なされてはいかがでしょうか。

水辺の楽校の発展を地区の広報連絡委員と

して、また隣接住民の一人として切望してや

みません。
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広報連絡委員

高田 ウメ

広報連絡委員
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の
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水
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校
し
た



三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

古
河
市

算
提
灯
竿
も
み
ま
つ
り

古
河
市
の
伝
統
行
事
で
あ
り
、
関
東
の
奇
祭
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
冬
の
夜
を
熱
気
で
包
む
豪

快
な
ま
つ
り
で
す
。

期

間

月
５
日（
土
）

午
後
４
時
～
９
時

１２

会

場

横
山
町
お
祭
り
特
設
会
場

（
よ
こ
ま
ち
柳
通
り
）

問
観
光
協
会

撒（

）１
８
１
１

９１

北
川
辺
町

算
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦

昨
年
か
ら
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
民
の
方

が
参
加
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
町
を
彩
り
ま
す
。

期

間

月
６
日（
日
）～

日（
日
）

１２

２７

時

間

午
後
５
時
～
９
時

会

場

北
川
辺
町
役
場
外
周

問
北
川
辺
D
r
e
a
m
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

（
産
業
建
設
課
内
）

撒（

）１
２
０
６

６１
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幸
運
を

運
動
会
に

バ
ト
ン
パ
ス

６
年

小
池

こ

い

け

敦
大

あ
つ
ひ
ろ

赤
と
ん
ぼ夕

焼
け
と
い
っ
し
ょ

真
っ
か
っ
か

６
年

永
田

な

が

た

雅
裕

ま
さ
ひ
ろ

虫
の
声

夜
の
合
奏

コ
ン
ク
ー
ル

６
年

田
中

た

な

か

健
介

け
ん
す
け

栗
き
の
こ秋

の
味
覚
を

食
べ
つ
く
す

６
年

大
屋

お

お

や

優
奈

ゆ

う

な

れ
い
ぞ
う
こ

あ
け
る
し
ゅ
ん
か
ん

う
れ
し
い
な

４
年

加
納

か

の

う

陽
平

よ
う
へ
い

赤
と
ん
ぼ夕

日
に
ま
ざ
っ
て

帰
っ
て
く

４
年

新
村

に
い
む
ら

憲
人

け

ん

と

こ
い
の
ぼ
り

家
と
背
く
ら
べ

が
ん
ば
れ
よ

５
年

山
崎

や
ま
ざ
き

大だ
い

あ
め
ん
ぼ
う

プ
カ
プ
カ
浮
い
て

ヨ
ッ
ト
み
た
い

５
年

泉
い
ず
み

杏
奈

あ

ん

な

お
月
さ
ま雲

の
後
ろ
でか

く
れ
ん
ぼ

５
年

篠
原

し
の
は
ら

一
成

い
っ
せ
い

こ
い
の
ぼ
り

口
に
た
く
さ
ん風

つ
め
る

５
年

寺
内

て
ら
う
ち

佑
太

ゆ

う

た

父
の
日
に今

年
も
テ
レ
て
る父

の
顔

５
年

青
木

あ

お

き

真
央
ま

お

丸
い
月

家
族
み
ん
な
でお

月
見
だ

３
年

岩
崎

い
わ
さ
き

結
菜
ゆ

な

月
見
で
ねう

さ
ぎ
と
遊
ぶ

月
の
中

３
年

川
岸

か
わ
ぎ
し

葵
あ
お
い

ひ
ま
わ
り
は

太
陽
み
た
いま

ぶ
し
い
な

３
年

小
川

お

が

わ

睦
生

む

つ

き

運
動
会

は
ち
ま
き
ま
い
て

か
っ
こ
よ
く

４
年

鈴
木

す

ず

き

莉
奈
り

な

運
動
会

ピ
ス
ト
ル
な
っ
て

ド
キ
ド
キ
だ

４
年

横
山

よ
こ
や
ま

莉
帆
り

ほ

さ
く
ら
ん
ぼ

二
人
そ
ろ
っ
て

ふ
た
ご
で
す

４
年

大
内

お
お
う
ち

結
莉
愛

ゆ

り

あ

で
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が

児
童
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
ん
ば
し

俳
壇

あ
き
が
く
る

お
ち
ば
が
お
ち
る

か
ら
す
な
く

１
年

そ
の
べ

じ
ゅ
ん

か
き
が
す
き

が
ぶ
っ
と
か
じ
っ
た

お
い
し
い
よ

１
年

い
な
と

み
る
き

よ
る
に
な
り

す
ず
虫
な
い
て耳

す
ま
す

２
年

ふ
じ
田

か
の
ん

た

コ
ス
モ
ス
に

き
れ
い
な
声
は

だ
れ
だ
っ
た

２
年

中
村

は
る
か

な
か
む
ら

虫
の
声

え
ん
そ
う
会
は夜

で
す
よ

３
年

佐
藤

さ

と

う

麗
う
ら
ら

今
年
度
、
新
橋
小
学
校
の
重

点
目
標
の
ひ
と
つ
に
「
感
性
の

醸
成
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

豊
か
な
感
性
を
育
て
た
り
、
表

現
力
を
高
め
た
り
す
る
た
め
に

全
校
児
童
が
「
俳
句
」
の
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
遠
足
・
修
学

旅
行
・
運
動
会
な
ど
の
学
校
行

事
の
こ
と
や
子
供
会
の
活
動
の

こ
と
、
ふ
だ
ん
家
で
行
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
気
付
き
感
動
し
た
こ
と
を

題
材
に
し
て
俳
句
を
作
っ
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
俳
句
ノ
ー
ト

を
常
に
携
帯
し
、
気
づ
い
た
こ

と
を
す
ぐ
に
メ
モ
し
て
い
る
児

童
も
い
ま
す
。
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恭新橋児童館

算ママの時間

クリスマスにちなんだ壁飾り作り。

日 時 １２月１１日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加費 １５０円

申 込 参加費を添え児童館へ

算地図プロ外＆ものづくりっこクラブ

児童館周りのおもしろ情報まって

ます。クリスマスグッズも作ろう外

日 時 １２月１２日（土）

午前１０時３０分～午後４時

対 象 児童

参加無料

算おはなし・おはなし

『ビックリぎょうてん』な感動をお

届けしたい外と思っています。

日 時 １２月１８日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料

算楽しいクッキング

フレンチトーストを作りましょう外

日 時 １２月１９日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童と保護者

参加費 １人１００円

申 込 参加費を添え児童館へ

算ミックスＢＯＸ

リズムに乗って歌っちゃおう外踊

っちゃおう外ストレスも吹き飛ばせ。

日 時 １２月２５日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加無料

算新春外室内ゲームしよう外

昔ながらのお正月あそびを今ふう

にアレンジして鎧

日 時 １月５日（火）

午前１０時３０分～正午

対 象 児童と保護者

参加無料

恭あかつか児童センター

算楽しいクッキング教室

かわいいケーキを作ります。

日 時 １２月５日（土）

午前１０時～正午

対 象 ３歳以上３０名

参加料 １人１００円

申 込

参加料を添え児童センターへ

（電話不可）

算ゆまちゃんのリトミック鎧

音楽と体操のコラボ鎧

日 時 １２月７日（月）、１１日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

※同じ内容なので都合の良い日に外

対 象 幼児と保護者

参加無料

申 込 児童センターへ（電話可）

算ふれあいクリスマス会

もしかしたら、サンタが来るかも鎧

日 時 １２月１９日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 小学生１５名

参加料 １人１５０円

申 込 １２月１日～

参加料を添え児童センターへ

（電話不可）

算工作教室

児童センターのツリーに飾るオー

ナメント作り。

日 時 １２月８日（火）～１０日（木）

下校後

対 象 児童

参加無料・申込不要

算ＥＣＯでお正月

リサイクル工作教室やおさがり会、

その他かるたとり・福袋・お餅つきも

やります。

日 時 １月９日（土）

午前１０時３０分～

対 象 児童と保護者

※定員はありませんが福袋は数量限定

（先着順）

参加料 １歳児以上１人１００円

申込期間 １２月１４日～２６日

申込方法

参加料を添え児童センターへ

（電話不可）

恭合同イベント

算プラネタリウムへＧＯ鎧

冬になり星がとってもきれいな時

季になりました。星を見にプラネタ

リウムへ行きませんか。

日 時 １２月２６日（土）

行 先 わくわくグランディ科学ランド

対 象 小学生以上３０名

参加料 １３００円

申込期間 １２月１日～１９日

申込方法

参加料を添え新橋児童館または

あかつか児童センターへ

（電話不可）
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あやとり

保育所の子どもたちのブームのひとつに

『あやとり』があります。あやとりは、子ど

もの遊びとして昔から受け継がれてきまし

た。主に女の子の遊びにも見えますが、男の

子もとっても上手ですよ。きっかけは、『魔

法の指ぬき』でした。紐が指の間をスルスル

と抜けたときの子どもたちのまんまるの目

を忘れられません。本当に魔法だと思った

ようでした。最初は、始まる形を覚えるのが

大変だったようです。ところが今では「○○

のやり方を忘れちゃった」と保育士が言うと、

「私が教えてあげる！」とあっという間に集

まって来るようになりました。記憶力が良

いようですね。手で覚えているようで、勝手

に指先が動いている感じですね。

あやとりは、二人で楽しむこともできます。

交互に紐を取り、交差をさせたりしながら遊

びます。形が崩れたり、ほどけてしまったら

負けになります。子どもたちは負けると悔

しがります。反面、勝ったときのあの満面の

笑顔はキラキラしています。一人で形を作

るよりも、二人の方が遊びの幅が広がってい

きます。コミュニケーションのひとつとし

ても楽しいものですね。親子で指をふれあ

って、なんだかんだとやりあう時間が何より

も貴重だと思います。

昔から「あやとりの上手な子は、器用だね」

と褒められてきたようです。子どもたちは、

褒められるとますます喜んで、ものすごいス

ピードで『一人あやとり』をして見せたりし

ます。単純な遊びですが、一本の紐からさま

ざまな形ができるのでとってもお手軽で、そ

れでいて奥の深い伝承遊びのひとつですね。

美しい模様から生き物まで、作れる形は無限

です。さあ、あなたも挑戦してみませんか。

丸林保育所保育士 田村君恵

ヘルスメイト（食生活改善推進員の愛称）の

おすすめメニュー！

あっさり米粉のクリームシチュー

（1人分）

エネルギー300kcal

タンパク質16.1g

脂質11.7g

塩分1.3g

算材料（4人分）

鶏もも肉…２００ｇ コンソメ…２個

玉ねぎ…２００ｇ 牛乳…２カップ

にんじん…１２０ｇ 米粉…大さじ４

じゃがいも…３００ｇ 塩…少々

ブロッコリー…1個 こしょう…少々

水…２カップ

算作り方

①鶏もも肉は一口大に、玉ねぎはくし切り、

にんじんとじゃがいもは乱切りに切って

おく。

②ブロッコリーは房を分け、茹でておく。

③鶏肉を皮側から炒め、両面色が変わった

ら、ブロッコリー以外の野菜を入れて、

（鶏肉から出る油で）炒める。

④水とコンソメを入れて、野菜がやわらか

くなるまで中火で煮る。

⑤煮えたら、牛乳と米粉を混ぜたものを加

え、とろみがついたら、塩、こしょうで

味を整えて出来上がり。

〈ワンポイントアドバイス〉

米粉でとろみをつけたので、サラッとし

ていて、バターも使わず、ヘルシーです。

米粉は水にもお湯にも溶けるので扱いも

簡単です。

食生活改善推進員会
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投
稿

潤
島
福
寿
会

秋
の
味
覚

芋
煮
会

潤
島
福
寿
会
で
は
、
地
元
で
収
穫

し
た
芋
を
使
っ
た
芋
煮
会
を
行
い
ま

し
た
。
前
日
か
ら
芋
掘
り
や
材
料
の

下
準
備
を
行
い
、
当
日
は
朝
早
く
か

ら
大
き
な
鍋
３
個
分
の
け
ん
ち
ん
汁

を
作
り
始
め
ま
し
た
。
こ
の
道

年
６０

以
上
の
経
験
豊
富
な
女
性
会
員
た
ち

の
包
丁
さ
ば
き
や
味
付
け
は
見
事
な

も
の
で
、
見
る
見
る
う
ち
に
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
午
前

時
開
始
を
待

１１

ち
き
れ
ず
に
会
員

名
が
我
先
に
と

３０

舌
づ
つ
み
を
打
ち
、「
ウ
ワ
ー
お
い
し

い
」「
さ
す
が
地
元
産
の
芋
は
最
高
」

「
ま
さ
し
く
お
ふ
く
ろ
の
味
」「
こ
ん

な
に
お
い
し
い
芋
汁
は
初
め
て
ヨ
」

な
ど
の
声
が
会
場
中
に
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

は
し
ゃ
ぎ
ぶ
り
と
食
欲
の
旺
盛
さ
に

は
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
お
か
わ

り
も
２
～
３
杯
は
当
た
り
前
で
、
中

に
は
４
杯
の
猛
者
も
い
た
よ
う
で
し

だ
。
他
に
、
稲
荷
寿
司
、
お
菓
子
や

み
か
ん
な
ど
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、

参
加
者
全
員
満
腹
、
満
足
の
笑
顔
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員

同
士
の
親
睦
も
図
れ
て
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

投
稿

野
木
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

ス

ポ

ー

ツ

キ

ッ

ズ

食
育
教
室
を
開
催
！

月

日
、
新
橋
小
学
校
で
、
新

１０

１６

橋
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
パ
ワ
ー
ズ
（
新
橋

小
と
野
木
小
の
児
童
を
中
心
に
し
た

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
）

の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
キ

ッ
ズ
食
育
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
食
育
の
話
、
練
習
中

の
水
分
補
給
、
休
日
の
過
ご
し
方
な

ど
の
講
話
を
行
っ
た
後
、
手
作
り
の

に
ん
じ
ん
ジ
ャ
ム
の
米
粉
ケ
ー
キ
や

食
育
下
敷
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。私

た
ち
の
「
こ
れ
か
ら
も
、
朝
ご

は
ん
を
毎
日
食
べ
て
ね
！
」
の
呼
び

か
け
に
、
児
童
た
ち
は
元
気
に
「
は

～
い
♪
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員
（
愛
称
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
）
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は

私
た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

皆
様
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る

供
食
僑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
す
。
親
子
食
育
教
室
の
開
催
や
広

報
の
ぎ
へ
の
お
す
す
め
料
理
掲
載
な

ど
を
通
し
て
食
生
活
改
善
に
関
す
る

活
動
を
使
命
感
を
持
っ
て
続
け
て
い

ま
す
。

月
に
は
「
ヘ
ル
シ
ー
講
座
」

１２

を
予
定
し
、
調
理
実
習
や
ミ
ニ
運
動

教
室
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
食
生
活
改
善
推
進
員

会
は
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
熱
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

茅
手
作
り
に
ん
じ
ん
ジ
ャ
ム
の
米
粉

ケ
ー
キ
の
作
り
方
は
、
広
報
の
ぎ
１１

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
稿

野
木
俳
句
会

少
年
と

地
質
の
話
し

望
の
月石

川

和
子

ま
か
な
い
の

蜘
蛛
の
巣
払
う

目
ざ
と
き
子

く

も

石
塚

初
栄

柿
の
色

見
上
げ
て
心

ほ
ぐ
れ
ゆ
く

荻
澤

う
め

擽
り
て

孫
を
起
こ
し
ぬ

茸
汁

く
す
ぐ

軽
部

榮
子

封
筒
を

あ
け
れ
ば
既
に

中
は
秋

倉
持

太
一

言
い
訳
の

ま
と
ま
ら
ぬ
ま
ま

鰯
雲

下
島

克
己

マ
フ
ラ
ー
は

九
十
九
里
浜
の

雲
と
な
り

田
村

行
子

秋
茄
子
や

粗
末
が
で
き
な
い

お
ば
あ
さ
ん

藤
間

雅
江

貨
車
過
ぐ
る

軋
む
底
よ
り

秋
の
声

中
島

伊
都

新
藁
の

匂
ひ
を
括
る

小
半
日伏

木

吉
井

癇
癪
の

爆
発
リ
ン
ゴ

丸
か
じ
り

宮
内

政
市

か
わ
せ
み
飛
翔

夕
日
に
映
え
る

水
の
秋

山
崎

と
き

九
十
顔

く
じ
ゅ
う
が
お

毀
誉
褒
貶
の

き
よ
ほ
う
へ
ん

皺
ば
か
り

し
わ

吉
田
研
二
郎

始
発
電
車
の

皆
眠
り
お
り

霧
の
橋

秋
元

幸
治

（26）
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煉瓦窯の保存修復費用として、

皆様の寄附金・募金を受付けています。

産１０月３１日までにご協力いただいた寄附金・募金

寄附金

（内ふるさと納税 １５０，０００円）

募 金

計

問生涯学習課撒（５７）４１８８

Hiro column No.8Hiro column No.8

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

（27）（27）

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ

ていただきます。

胸お手紙で

宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行

胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０

胸メールで

町ホームページトップページの

「ご意見箱」をクリックしてください。

野野木町煉瓦窯を未来に残すために野木町煉瓦窯を未来に残すために！！

６０４，１００円

２７，０７２円

６３１，１７２円

（
写
真
左
か
ら
）

酸
最
優
秀
選
手
賞

丸
林
ベ
ア
ー
ズ

寺
田

眞
理

（
南
赤
塚
小
６
年
）

て

ら

だ

し

ん

り

松
原
タ
イ
ガ
ー
ス

伊
藤

光
佑

（
新
橋
小
６
年
）

い

と

う

こ
う
す
け

野
木
イ
ー
グ
ル
ス

阿
部

将
也

（
野
木
小
６
年
）

あ

べ

ま

さ

や

潤
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

片
野

彰
人

（
佐
川
野
小
６
年
）

か

た

の

あ
き
ひ
と

酸
特
別
賞

潤
島
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ

野
口

遥

（
友
沼
小
６
年
）

の

ぐ

ち

は
る
か

投
稿

野
木
町
野
球
連
盟

目
指
せ
ゴ
ジ
ラ
松
井
鎧

町
野
球
連
盟
（
学
童
の
部
）
は
、

年
度
に
活
躍
し
た
最
優
秀
選
手
４

２１名
と
活
発
に
練
習
及
び
大
会
に
参
加

し
た
１
名
の
女
子
選
手
を
表
彰
し
ま

し
た
。

町内の交通事故

8件数

月
累
計

１０

0死者

8傷者

82
(-6)

件数
（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

２１

1
(0)

死者
（増減）

105
(-1)

傷者
（増減）

町内の救急出場

72
出場
件数

月
累
計

１０

68
搬送
人員

444
(-63)

出場
件数
（増減）
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２１

399
(-56)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

1空き巣

月
累
計

１０ 0自動車盗

4車上ねらい

2自転車盗

17
(0)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２１

8
(4)

自動車盗
（増減）

14
(-6)

車上ねらい
（増減）

29
(0)

自転車盗
（増減）

１１月１日現在
人口男12,689人

女13,000人
計25,689人

世帯数 9,055

町の人口

今月の納期

第４期

第６期

第６期

第６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者
医療保険料

本年も残りわずかに

なってきました。皆様

にとってどのような一年

だったでしょうか？

さて、今年は初めての試みとして、町

政地区懇談会を全１３区で開催いたしまし

た。各区長、各自治会役員の皆様のご協

力のもと無事終了し、心より感謝いたし

ております。

皆様から寄せられました町政へのご要

望やご意見は多岐にわたっております。

インフラ整備等につきましては予算も絡

むことですので「分かりました。すぐや

ります」とはなかなかいかず、申し訳な

く思っております。出来ることと出来な

いことを精査し、皆様と行政が共に協力

し合ってより良いまちづくりを目指して

いこうと思いますので、ご理解ください

ますようお願いいたします。

生の声を聴きまして強く感じたことは、

『協働』によって出来ることもたくさん

あるのではないかという思いでした。実

現可能なものは速やかに進めていきたい

と思います。『お互い様』の精神で、皆様

と行政が対立するのではなく、力を寄せ

合っていきたいものです。

来年のことを言うと鬼が笑いそうです

が、ぜひ来年も地区懇談会を継続してい

きたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。

皆様の声を直接聴い皆様の声を直接聴いてて
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んん
お達者さ

ん

ギャラリー

五十嵐 美紀子さん
Mikiko Igarashi

(卯ノ木１）

ＤＥＣＯ
クレイクラフト

青青青青青青青青青青
木木木木木木木木木木

徳徳徳徳徳徳徳徳徳徳
次次次次次次次次次次

青
木

徳
次
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん
（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（

歳
）

あ

お

き

と

く

じ

８８８８８８８８８８６６６６６６６６６６８６

（（（（（（（（（（
本本本本本本本本本本
新新新新新新新新新新
田田田田田田田田田田

（
本
新
田
）））））））））））

「常に交通事故死ゼロを願って活動したよ」。交通安
全協会役員としての１０年間、安全で安心して住めるまち
づくりに少しでも貢献しようと努めた。早朝の啓発活
動などを懐かしく思い出す。ところで「他人様に迷惑を
かけたくない」との思いから愛車を廃車し、運転免許証
を更新しないことにした。「未練はないね。家族が車に
乗せてくれるので不便もない」。
相撲が好きで、テレビ桟敷観戦を楽しむ。富士山や日
光連山の景観を満喫しながらの土手コースの散歩はリ
フレッシュと健康維持には最適。「器用な方だと思う」と、
できるものは自分で作ってきた。包装材などを使った
カゴづくりなどはおてのもの。
今一番のお楽しみは？「ひ孫と遊ぶこと」。

平
成

年

月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
５
９
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会

●
野
木
町
役
場
財
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）４
１
３
４

２１

１２

５７

と ておきの 枚とっておきの一枚とっておきの一枚
写団野木

野木神社に拝礼して「五行の舞」を舞う前の緊張感が、

５人の舞姫に表れている瞬間を捉えた一枚です。背景に

は、炊き出しの煙や湯気が漂っています。

粘土とのつきあいは、１０数年になりま

す。先生の丁寧な指導や家族の後押しもあ

り、続けられています。とても感謝してい

ます。

この作品は、洋ナシやりんごの形作りが

思うようにいきませんでしたが、作ってい

る内にそれなりに仕上がったので気に入っ

ているものです。

これからも『継続は力なり』をモットー

に、楽しく取り組んでいきたいと思います。

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルフルーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーティーななななななななななななななななななななな
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンキャンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンルスタンドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

舞姫の出番 渡辺 召三さん
わたな べ しょうぞう


